








用語解説 

（パンフレット記載順） 
ワンストップ行政サービス【one stop public service】 
様々な行政手続きの関連作業等を、一度の手続きで全て完了できるように設計されたサ

ービスのこと。 
 
申請主義 

 利用者の申請または官公庁等の嘱託があるときに限って行政手続きを開始するという原

則のこと。 
 
プロアクティブ【proactive】 
 先のことを考えた、事前に対策を打つ、という意味の用語。電子行政サービスにおいて

は、利用者が個別に請求や入力等を行わずとも、利用者が必要とする情報が送られてきた

り、必要な情報が申請書式に事前に入力されていたりする仕組みのこと。 
 
プッシュ型サービス【push service】 
 利用者の情報収集や情報入力等を、発信者が積極的に提供・支援するタイプのサービス

のこと。利用者が自分で能動的に情報等を引き出すプル型サービスの反対語。 
 
バックオフィス【back office】 
事業体の中で、後方で事務や管理業務を行う部門のこと。顧客対応窓口や営業・販売部

門等のフロントオフィスを支援する業務を担う部門のこと。 
 
シームレス化【seamless】 
複数の組織間にまたがる一連の業務を、滞りなく行えるようにすること。 

 
メタデータ【meta data】 
データに関するデータのこと。個々のデータそのものではなく、そのデータの所在や作

成日時、作成者等を表す情報のこと。 
 
疎結合【loose coupling】 
個々のコンポーネント（ある機能を実現するために部品化されたソフトウェアないしプ

ログラム）同士の結びつきが比較的緩やかで、相互に依存している度合いが低く、独立性

が強い状態のこと。密接な連携状態を意味する密結合の反対語。軟結合ともいう。 
 
電子行政ポータル【e-government portal site】 
各種電子行政サービスの入り口となるWebサイトのこと。様々な行政機関内にある別々
のシステムの情報やサービスを統合して、利用者の PC画面上に一元的に表示したり、検索
したり、利用したりできるようにするシステムのこと。 



 
My Page 
利用者ごとにパーソナライズ化されたポータルサービスのこと。利用者が必要とする行

政情報を、利用者ごとの専用Webページに一元的に表示したり、様々な行政手続きを、そ
のWebページから簡単に行うことができるようにするサービスのこと。 
 
エビデンス【evidence】 
 証拠、根拠を意味する用語。行政においては「証拠に基づく施策（Evidence Based Policy）」、
医療においては「証拠に基づく医療（Evidence based Medicine）」という用語がしばしば
用いられ、統計やアンケート調査データ、臨床結果等の科学的根拠に基づいて、戦略・政

策や治療方法等を設計したり改善したりすることが目指される。 
 
SOA【service oriented architecture】 
 サービス指向アーキテクチャ。ビジネスプロセスの構成単位に合わせて構築された、標

準的なインターフェイスを持つソフトウェア部品をネットワーク上に公開し、それらを相

互に連携させて組み合わせることによって柔軟なシステムを構築しようとする、システム

の設計思想ないし構築手法のこと。 
 
ASP【application service provider】 
 利用者が必要とするアプリケーション・ソフトウェアを、ネットワーク経由で提供する

事業者ないしサービスのこと。 
 
SaaS【software as a service】 

ソフトウェアの機能のうち、利用者が必要とする機能だけを、サービスとしてネットワ

ーク経由で提供する仕組みのこと。 
 
オープン・イノベーション【open innovation】 
従来の閉鎖的なイノベーションと異なり、組織内部だけでなく、組織外部の情報や知識

を活用して遂行するイノベーションのこと。 
 
クラウドコンピューティング【cloud computing】 
インターネット上に提供されるサービスやリソースを使って、利用者に情報やサービス

等を提供するという概念のこと。 
 
マッシュアップ【mashup】 

Web 上に提供されている、異なる提供元の情報やサービス等を組み合わせて、新しいサ
ービスやデータベース等を形づくること。 


